
「農地中間管理事業を活用して農地を集積。

地域に愛される農業法人に！

平成３０年３月１日 広島市文化交流会館

農業委員・農地利用最適化推進委員及び農業経営者合同研修会

岐阜県 本巣市農業委員会 農業委員

アグリード株式会社 代表取締役
安藤 重治

商標登録第6016727号
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現在の農業分野の主な役職（ほんの一部）

農業委員

認定農業者

再生協

中間管理事業
委員

人・農地プラン
委員

行政・農業会議・ＪＡ
関係企業

担い手の仲間 地域

経営と地域農業が輪に !

１．本巣市水田農業担い手協議会 副会長

２．岐阜県稲作経営者会議青年部 顧問

３．本巣市農業委員（Ｈ２９.７ １期目）

４．本巣市人・農地プラン検討会委員

５．本巣市農業再生協議会地域代表

６．岐阜県農地中間管理事業推進協議会委員

地域代表(全国に100人以上）
地域

(耕作：15集落）



会社概要〈アグリード株式会社〉

◇機構活用面積 約１１０ha

◇設立平成２５年３月１日

代表取締役 安藤 重治(42)

専務取締役 安藤 功(40)

工場長 河出 雄二(42)

農場長 吉田 幸保(40)

【地域水田の23％／担当エリアの30％】

主食用米４８ha （10品種）

あきたこまち 2.3ha コシヒカリ 7.3ha ミルキークイーン 3ha ハツシモ（慣行） 4.1ha
あさひの夢 4.5ha ハツシモ（クリーン） 14.7 ha みつひかり 6.1ha 縁結び 0.6 ha
ちほみのり 0.4 ha 五百万石 0.6 ha たかやまもち 4.6ha

飼料用米３４ha 小麦２１ha 大豆７ha 加工野菜０.６ha 受託１０ha 
(二毛作含む）

◇経営面積 約１２０ha
私を含め４名で作業



創設初年度から農地中間管理事業で地域の耕作効率化

平成
１９年産

（19年12月期）
経営参画

２０年産
（20年12月期）

２５年産
（26年2月期）

法人化

２６年産
（27年2月期）

２７年産
（28年2月期）

２８年産
（29年3月期）

経営面積（ha）
（うち転作面積）

５０
（４）

５５
（１２）

７０
（２９）

７３
（３４）

８２
（４６）

１０４
（５９）

売上高（万円）
交付金含む ４，５３０ ５，５００ ９，０２８ ８，６７７ １１，０１５ １２，３０５

ポイント
水稲単作
レンゲ休耕

小麦
作付開始

加工切餅拡大
米価下落

中間管理事業
飼料用米
作付開始

大豆
作付開始

万円ha

19年産 20年産 25年産 26年産 27年産 28年産 29年産

農地中間管理事業
取り組み開始

今
期

110ha

4年間5年間

1.27倍 1.50倍



営農のこだわり

１．作期分散による綿密な作業計画

２ 詳細な予算管理
計画・予算

２．詳細な予算管理

３．ＩＣＴ活用（ＫＳＡＳ）

結果・決算

見直し・修正



主食用米だけで１0品種！人も機械も毎日稼働で最大限効率化



ＩＣＴで作業進捗を見える化！計画とのズレを常に修正

早稲
ローテション

畑作 的

A G L E A D

ひ
圃場情報
筆数 900枚
枚数 550枚

面積 2a～60a
（平均20a)

2.5
㎞

スマホで圃場・作付内容を確認

◎「⾒える化」スマホ・PCから圃場の内容が一目でわかる。

◎「ノウハウの継承」 クラウドの情報共有により、新人の方にも
伝達がスムーズにできる。（作業日誌）

◎「評価・分析」機械と連動して⾷味・収量・タンパク値がわかる。

新規

畑作

稲作

面的

4㎞



販売のこだわり

１．オリジナルブランド米「豊穣の凛」を自社販売

２．「秋の収穫祭」による新米の自社販売

ほうじょう りん

３．ＪＡぎふとの業務用米複数年契約

（新たに輸出・加工用米契約 ）

４．学校給食用米



雇用のこだわり

１．労働保険・社会保険の加入

２．年３回の賞与支給・退職金の準備

３．大型連休の導入

（有給・自社年間休日カレンダーの導入中）

４．臨時雇用者のフレックスタイム制



平成３５年までに達成する経営目標

目標 現在 平成３５年

農地集積面積 １１０ha → １５０ha
販売高（交付金含まず） 6,372万円 → １億円

早期達成のために

・ 農地中間管理事業で作業効率アップにつながる農地集積

・ 複数年契約米・輸出用米の拡大（需給） ７００俵 → ２,０００俵
・ ＩＣＴで更なるデータ蓄積による生産効率向上

・ 常時雇用者の新規雇用 常時雇用者２名 → ３名
・ ＧＡＰの実践による農場管理のレベルアップ

・ 複合経営・６次産業化（餅加工・日本酒）による多角化（新工場）

早期達成のために



29年10月20日
（東海版）（東海版）



29年12月１日

（全国版）（全国版）



若い担い手の私が農業委員として
果たしたい使命

活
気
に
あ
ふ

農
家
・
地
域

農地中間管理事業でそれぞれの担い手が
経営発展できる集積を実現

問題・課題合意形成
ふ
れ
る
地
域
農
業

域
の
み
ん
な
が
活
躍

自らが率先して所有者が耕作できない農地を
借り受け優良農地にする

農 業 委 員
認定農業者

話し合い !

合意形成
情報収集

積上げ



今…大切にしている想い

地域を愛し、地域に愛される農業法人として、誰か

らも必要とされる若手稲作農家のリーダーになる。


